
一
身
田
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
（
地
区
社
協
）
も
連
合

自
治
会
方
式
の
総
会
を
開

催
し
た
。

世
界
中
を
震
撼
さ
せ
て

い
の
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご

地
域
の
皆
様
が
心
待
ち
し

地
区
社
協
は
地
域
の
福
祉

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

鞭
撻
、
お
力
添
え
を
頂
け
ま

て
い
た
主
要
行
事
が
次
々

や
研
修
、
ス
ポ
ー
ツ
、
イ
ベ
ン

禍
に
お
い
て
、
私
た
ち
の
日

す
よ
う
重
ね
重
ね
で
恐
縮
で

と
中
止
に
な
り
、
役
員
一

ト
を
主
管
す
る
。

常
生
活
も
自
粛
と
我
慢
を

は
ご
ざ
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く

同
も
断
腸
の
思
い
で
は
ご

例
年
行
わ
れ
て
い
る
町
民
球

余
儀
な
く
さ
れ
て
来
ま
し

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ざ
い
ま
す
が
、
自
治
会
活

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
は
日
本
を
震
撼
さ
せ
、
あ
ら
ゆ
る
コ
ト
を
破
壊
し
た
。
国
内
感
染
者
数
は
１
万
７
０
０
０
人

技
大
会
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

た
が
、
よ
う
や
く
緊
急
事

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
新
型

動
は
地
域
の
皆
様
が
主

を
超
え
、
世
界
で
は
６
３
８
万
人
を
超
え
た
。
（
６
月
３
日
現
在

）

大
会
、
敬
老
の
集
い
、
町
民

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
第
一
波
は

役
！
老
若
男
女
一
人
で
も

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
は
日
本
中
が
歓
喜
の
輪
に
包
ま
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
・
・
・
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
の
今
年

運
動
会
、
防
災
研
修
、
炊
き

た
。

徹
底
し
た
人
と
人
と
の
接
触

多
く
の
参
加
者
を
！
地
域

は
聖
火
が
日
本
国
中
を
駆
け
巡
り
、
世
界
中
か
ら
の
観
光
客
や
マ
ス
コ
ミ
人
で
溢
れ
か
え
る
程
の
人
出
で
賑
う
は
ず
で

出
し
訓
練
な
ど
す
べ
て
中
止

ご
町
内
の
皆
様
に
お
か

を
制
限
し
た
結
果
、
緊
急
事

の
皆
様
が
待
ち
焦
が
れ
る

あ
っ
た
。
ほ
ん
の
数
カ
月
前
に
こ
の
騒
ぎ
が
な
け
れ
ば
・
・
・
。

と
な
っ
た
。

れ
ま
し
て
は
、
ま
ず
は
ご
無

態
宣
言
解
除
に
至
っ
た
も
の

諸
行
事
を
！
を
共
通
の
理

自
治
会
主
催
の
盆
踊
り
大

事
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
お

で
、
特
効
薬
も
ワ
ク
チ
ン
も

念
と
し
て「
安
全
安
心
の

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

げ
大
会
が
中
止
、
ク
ラ
シ
ッ
た
。

会
、
青
年
団
主
催
の
七
夕
ま

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

開
発
途
中
で
あ
り
、
専
門

街
！
一
身
田
」
を
構
築
す

の
問
題
は
、
豪
華
客
船
ダ

ク
カ
ー
の
祭
典
「
ラ
フ
ェ
ス
タ

一
身
田
地
区
自
治
会
連
合

そ
の
他
の
案
件
と
し
て
役

つ
り
、
寺
内
町
ま
つ
り
実
行

平
素
は
自
治
会
活
動
に

家
か
ら
も
第
二
波
、
第
三
波

べ
く
、
皆
様
と
共
に
手
を

イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号

プ
リ
マ
ベ
ラ
」
も
中
止
に
追

会
（
連
合
自
治
会
）
は
前
年

員
改
選
が
行
わ
れ
新
役
員

委
員
会
主
催
の
寺
内
町
ま
つ

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

携
え
て
頑
張
っ
て
い
く
所
存

か
ら
の
報
道
が
始
ま
っ
た
２

い
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
一

度
の
決
算
、
事
業
報
告
、
今

が
決
定
し
た
。

り
、
商
工
会
主
催
の
し
あ
わ

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

す
。
最
近
の
報
道
か
ら
は
、
で
ご
ざ
い
ま
す
。

月
初
め
か
ら
対
岸
の
騒
動

小
、
一
中
の
卒
業
式
も
時

年
度
の
予
算
案
、
事
業
計
画

会
長
に
岡
野
勇
治
氏
、
副

せ
和
婚
も
中
止
と
な
っ
た
。

ざ
い
ま
す
。

「
韓
国
ソ
ウ
ル
市
内
の
ク
ラ

朝
の
来
な
い
夜
は
な
い
！

で
は
な
く
な
っ
て
き
た
。

間
や
人
数
制
限
を
行
い
式

案
を
単
体
自
治
会
長
宛
に

会
長
に
望
木
幹
雄
氏
、
西

ま
た
、
一
身
田
公
民
館
の
各

さ
て
私
こ
と
、
本
年
４

ブ
で
一
〇
〇
人
超
の
集
団

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
が

一
身
田
地
区
で
も
凧
揚

典
を
簡
素
化
し
て
行
わ
れ

委
任
状
を
添
付
し
た
書
面

山
徳
造
氏
、
田
村
憲
二
氏
、
講
座
も
５
月
か
ら
９
月
ま
で

月
か
ら
前
会
長
望
木
幹
雄

発
生
」「
米
国
疾
病
対
策
セ

収
束
し
安
全
が
確
保
さ
れ

を
送
り
、
信
任
形
式
で
議
決

会
計
に
本
田
知
行
氏
が
選

す
べ
て
休
止
、

月
１
日
か

様
の
後
任
と
し
て
一
身
田

ン
タ
ー
が
今
冬
第
二
波
が
発

た
暁
に
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
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し
た
。

出
さ
れ
た
。

ら
開
講
す
る
予
定
。

地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

生
し
現
在
よ
り
も
被
害
は

の
諸
行
事
に
て
、
元
気
い
っ

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
は

拡
大
す
る
と
指
摘
」「
ブ
ラ

ぱ
い
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
お

共
生
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
は
だ
未
熟
、
浅
学
非
才

ジ
ル
等
中
南
米
で
感
染
者

会
い
出
来
る
日
を
楽
し
み

年
と
な
り
そ
う
だ
。

の
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

急
増
」
国
内
に
お
い
て
も「
北

に
し
て
お
り
ま
す
。

換
気
の
悪
い
密
閉
空
間
、
大

選
任
さ
れ
ま
し
た
う
え
は

九
州
市
や
北
海
道
で
再
び

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、

勢
の
人
が
集
ま
る
密
集
し
た

誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る

急
増
」
等
々
の
記
事
が
目
に

皆
々
様
の
ま
す
ま
す
の
ご

場
所
、
密
接
し
た
間
近
で
の

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

つ
き
私
た
ち
の
不
安
を
い
っ
健
勝
、
ご
発
展
を
祈
念
い

会
話
な
ど
の
空
間
（
３
密
）
は

各
地
区
自
治
会
長
・
役
員

そ
う
募
っ
て
い
ま
す
。

た
し
ま
し
て
就
任
の
ご
挨

避
け
て
行
動
す
る
必
要
が

を
始
め
、
地
域
に
お
住
ま

一
身
田
地
区
に
お
い
て
も
、

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

あ
る
。

す
。

ハ
ス
寺
日
本
一
の
高
田

本
山
、
参
詣
者
の「
お
も
て

な
し
」
の
一
助
と
し
て
寺
内

昨
年

月
か
ら
行
わ
れ

取
り
除
い
て
水
を
貯
め
な
け

れ
た
。
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町
や
そ
の
周
辺
に
ハ
ス
を
植

て
い
た
志
登
茂
川
の
平
野

れ
ば
死
活
問
題
に
な
る
事

志
登
茂
川
流
域
に
は
至

え
ま
し
た
。
６
月
中
旬
に
は

防
潮
水
門
の
上
流
部
の
川

か
ら
川
の
管
理
者
で
あ
る
三

る
所
で
旧
堤
防
跡
が
残
っ

遠
す
ぎ
る
、
便
数
が
少
な
く

ス
イ
レ
ン
も
植
え「
涼
」
を
い

底
に
堆
積
し
た
土
砂
の
撤

重
県
に
要
請
し
、
今
回
に
至

て
い
る
。
早
い
除
去
が
望
ま

乗
り
た
い
と
き
に
乗
れ
な
い
な

ろ
ど
り
し
ま
す
。

去
作
業
が
３
月
完
了
し

っ
た
。
」
と
話
さ
れ
た
。

れ
る
。

ど
費
用
対
効
果
を
ど
う
考

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
土
砂
が

過
去
何
度
も
痛
い
目
に
合

え
る
か
の
問
題
に
な
る
。
買
い

取
り
除
か
れ
た
。

っ
て
い
る
志
登
茂
川
の
改
修

物
、
病
院
、
官
公
庁
、
銀
行
、

今
回
の
浚
渫
工
事
は
平

工
事
は
一
身
田
住
民
の
悲

津
市
は
令
和
２
年
度
か

内
、
三
重
病
院
か
ら
サ
オ

新
コ
ー
ス
は
河
芸
支
所
を

」
は
既
存
の
バ
ス
を
、「
枝
」
と

鉄
道
駅
な
ど
利
用
者
は
様

野
自
治
会
（
会
長

中
尾

願
で
あ
る
。

ら
６
年
度
ま
で
の
５
ヶ
年
計

リ
ー
ナ(

津
新
町
大
里
線
）
発
着
点
に
、
豊
野
～
川
北

な
る
路
線
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

々
で
あ
る
。

善
孝
氏
）
や
平
野
水
利
組

三
重
県
津
建
設
事
務
所
事

画
で「
津
市
公
共
交
通
網

は
津
市
が
１
，
１
０
０
万
円

団
地
～
今
井
～
わ
た
せ
い

バ
ス
や
住
民
運
営
主
体
バ
ス
で

住
民
運
営
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

合
の
要
望
で
行
わ
れ
る
事

業
推
進
室
流
域
一
課
の
山

形
成
計
画
」
を
作
成
し
た
。

を
補
助
し
て
現
状
を
維
持

～
東
豊
野
～
国
道
３
０
６

カ
バ
ー
を
す
る
計
画
。
こ
の

の
有
効
活
用
や
幼
稚
園
や

と
な
っ
た
。
自
治
会
長
の
中

鹿
氏
に
よ
れ
ば「
志
登
茂
川

計
画
に
よ
れ
ば
一
身
田
地

す
る
。

号
～
白
塚
～
せ
の
パ
ー
ク

案
の
中
で
一
番
の
課
題
は

各
種
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な

尾
氏
は「
３
年
ほ
ど
前
に
猛

全
体
の
改
修
計
画
は
あ
る

区
で
は
東
豊
野
（
田
端
地
区

三
行
か
ら
三
重
会
館(

三

～
河
芸
支
所
で
週
３
日
、
『
便
利
と
効
率
』
で
あ
る
。
バ
ど
も
有
効
利
用
し
て
日
常
生

烈
な
日
照
り
が
続
き
田
ん

が
、
ま
ず
は
川
下
３
．
５
㎞

み

ゆ

き

・
西
豊
野(

今
井
地
区
）
に
影

行
線
）
は
、
三
行
か
ら
東
豊

一
日
４
往
復
、
料
金
は
一

ス
は
走
っ
て
い
る
が
乗
客
は
０

活
に
お
け
る
移
動
手
段
の
確

ぼ
に
水
が
入
い
ら
ず
農
家

を
整
備
す
る
。
市
民
の
安
全

響
を
及
ぼ
す
。
現
在
一
身

野
ま
で
の
区
間
を
コ
ミ
ュ
ニ
律
２
０
０
円
の
予
定
。

人
（
三
行
～
豊
野
間
は

保
に
努
め
る
余
地
は
あ
る
よ

や
住
民
は
困
っ
て
し
ま
っ
・
安
心
な
街
づ
く
り
に
少
し

0.5

田
を
走
っ
て
い
る
バ
ス
路
線
の

テ
ィ
バ
ス
バ
ス
に
変
更
す
る
。

津
市
は
大
本
と
な
る「
幹

人
）
の
現
状
や
停
留
所
ま
で

う
に
思
わ
れ
る
。

た
。
平
野
井
堰
の
土
砂
を

で
も
役
立
て
た
い
」
と
話
さ

一 身 田 の 新 聞 令和２年６月号



〇
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
山
の
中
で
重
要
な
位
置
を

如
来
堂
や
唐
門
建
設
に
あ

占
め
て
き
た
と
い
え
る
。

た
り
尽
力
し
た
。

建
物
七
里
講
は
、
講
員
の
詰

こ
の
よ
う
に
七
里
講
は
、
所
と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

和
順
講
」「
七
里
講
」「
赤

又

は
「

四

日

講

」
で
あ

偉
業
を
称
え
、
七
里
講
と
い

真
慧
上
人
か
ら
講
名
を
下

れ
る
。

須
賀
講
」
と
呼
ば
れ
る
建

る
。

う
講
名
を
下
賜
さ
れ
、
御
書

賜
さ
れ
た
の
を
節
目
と
し

６
月
よ
り
寺
内
町
の
館
で

寺
内
町
に
は
専
修
寺
を
中

媒
体
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
変
わ

物
が
林
立
し
て
い
た
（
写

時

代

は
下

っ
て
寛

正

を
授
け
ら
れ
た
。

て
、
以
来
５
５
０
年
余
り
、

勤
務
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り

心
に
誇
れ
る
歴
史
と
多
く
の

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
ネ

高
田
本
山
専
修
寺
内
に

真
）
。
そ
の
中
で
、「
七
里

元

年

（
１
４
６
０
）
、
第

高
田
本
山
専
修
寺
と
七
里

法
灯
を
守
り
な
が
ら
、
高
田

ま
し
た
。
鈴
木
館
長
、
関
係

遺
産
が
あ
り
、
こ
の
価
値
を

ッ
ト
の
可
能
性
を
大
き
く

は
、
か
つ
て「
講
」
と
い
う
文

講
」
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

十
世
真
慧
上
人
（
し
ん
ね

講
と
の
関
係
を
み
て
い
く
と
、
本
山
専
修
寺
を
支
え
、
本

者
の
方
々
と
共
に
頑
張
っ
て

広
く
広
め
る
の
が
私
ど
も
の

高
め
る
通
信
方
式
５
Ｇ
サ

字
が
つ
く
建
物
が
多
数
存

い
。
伊
勢
国
に
お
け
る
浄

し
ょ
う
に
ん
）
は
、
伊
勢
国

主
に
以
下
の
こ
と
が
あ
げ
ら

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

役
割
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し

ー
ビ
ス
も
開
始
さ
れ
ま
し

在
し
て
い
た
。「
講
」
と
は
、
土
真
宗
高
田
派
の
布
教
活

大
矢
知
や
北
小
松
に
お
い

れ
る
。

私
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
社
で
技

た
。
専
修
寺
が
国
宝
に
成
り

た
。
こ
の
様
な
情
勢
を
鑑

も
と
も
と
寺
院
内
で
仏
典

動
は
、
鎌
倉
時
代
、
第
三

て
（
共
に
四
日
市
市
）
、
布

〇
２
・
５
・

月
以
外
の
毎
月

術
者
と
し
て
長
年
製
品
の
開

高
田
本
山
の
知
名
度
は
大

み
、
過
去
の
良
い
物
は
踏
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を
講
読
・
研
究
す
る
僧
の
集

世
顕
智
上
人
（
け
ん
ち
し
ょ

教
活
動
を
始
め
ら
れ
た
。

日
、
灯
明
料
を
持
参
し
て

発
設
計
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

き
く
向
上
し
ま
し
た
が
、
残

襲
し
つ
つ
、
私
の
経
験
も
活

15

団
を
指
す
も
の
で
あ
っ
た

う
に
ん
）
に
よ
っ
て
、
三
日

そ
の
頃
、「
顕
智
講
」
を
中

本
山
へ
赴
き
、
賜
春
館
で
法

た
。
そ
の
後

年
程
奈
良
で

念
な
が
ら
寺
内
町
の
活
性

か
し
な
が
ら
新
し
い
取
り
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が
、
時
代
が
経
る
に
し
た
が

市
（
鈴
鹿
市
三
日
市
）
で
始

心
と
す
る
近
郷
七
里
【
（
上

主
に
対
面
し
、
お
日
中
を
務

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
運
営
し
、
現

化
は
伴
っ
て
い
な
い
の
が
否
め

組
み
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

い
、
仏
典
の
講
読
を
中
心
と

め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
顕

野
、
高
飛
（
石
薬
師
）
、
竹

め
る
。

在
は
一
身
田
平
野
で
一
寿

な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。
最

と
思
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の

す
る
仏
事
（
講
会
）
を
指
す

智
上
人
の
教
え
に
帰
依

野
、
平
田
、
高
宮
（
加
佐

〇
本
山
警
護
と
法
主
警
備
。

会
会
長
を
担
っ
て
い
ま
す
。

近
は
高
齢
者
も
含
め
多
く
の

積
極
的
な
情
報
提
供
と
ご

よ
う
に
な
っ
た
。

し
た
人

々
は
、
そ
の
遺

登
）
、
庄
野
、
西
富
田
】
の

法
主
が
御
影
堂
や
墓
所
等
へ

こ
の
度
、
館
へ
の
就
任
前
に

方
が
ス
マ
ホ
を
活
用
し
、
各

協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い

現
在
、
寺
町
通
り
の
高
田

徳
に
報
謝
す
る
団
体
と

人
々
と
の
出
会
い
が
あ
っ
参
拝
さ
れ
る
時
に
は
、
㊆
の

色
々
な
事
を
お
教
え
頂
き
、

種
情
報
発
信
の
主
体
も
紙

し
ま
す
。

会
館
が
建
っ
て
い
る
あ
た
り

し
て
『
講
』
を
発
足
さ
せ

た
。
寛
正
五
年
（
１
４
６

紋
の
裃
を
着
て
、
法
主
の
前

に
は
、
西
か
ら「
知
恩
講
」「

た
。
そ
れ
が
「
顕
智
講
」

４
）
、
真
慧
上
人
は
彼
ら
の

後
を
警
備
す
る
。

平
成

年

月

日
、
突

と
本
山
や
寺
内
町
を
知
ろ

の
時
期
、
復
興
の
先
頭
に

29

11

28

護
岸
堤
防
の
改
修
工
事
の

も
ち
ろ
ん
、
改
修
工
事
の
実

然
の
吉
報
が
届
い
た
。
高
田

う
！
自
慢
の
町
を
熱
く
語

立
っ
た
の
は
、
前
法
主
の
お

お
願
い

施
を
要
望
し
ま
す
。

本
山
の
御
影
堂
と
如
来
堂

ろ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
編
集

裏
方
（
奥
様
）
で
あ
っ
た
。

毛
無
川
は
亀
裂
部
分
が
多

一
中
前
の
通
学
路
に
街
路

が
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
と
。
委
員
は
ほ
っ
と
ガ
イ
ド
会
の

実
家
の
藤
堂
家
に
支
援
を

く
あ
り
、
豪
雨
時
に
亀
裂
よ

灯
の
設
置
を
要
望

奇
し
く
も
こ
の
日
は
５
回
目

岡
本
靖
弘
氏
（

才

）
に
、
取
り
付
け
、
最
初
の
一
歩

75

り
水
が
吹
き
上
げ
る
状
態
が

一
身
田
中
学
校
は
田
ん
ぼ

と
な
る
「
地
域
懇
談
会
」
が

そ
の
魅
力
の
紹
介
と
案
内
を

が
７
回
忌
を
迎
え
た
１
６
５

見
ら
れ
ま
す
。
堤
防
内
の
土

の
中
に
あ
り
、
日
没
後
道
路

開
催
さ
れ
る
日
で
、
市
長
の

お
願
い
し
た
。

２
年
鐘
楼
の
建
立
だ
っ
た
。

石
が
懸
念
さ
れ
る
と
の
指
摘

の
照
明
が
あ
り
ま
せ
ん
。

何
気
な
い
日
常
生
活
の
中
で

報
告
で
会
場
は
歓
喜
に
沸
い

そ
の
後
、
藤
堂
藩
か
ら
３

が
住
民
よ
り
出
て
い
ま
す
。

照
明
の
新
設
を
要
望
し
ま

ホ
ッ
と
す
る
掲
示
板
で
す
。
（
情

た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い

高
田
本
山
や
寺
内
町
全

万
１
千
坪
の
広
大
な
土
地

Ｊ
Ｒ
よ
り
下
流
、
平
野
地
区

す

。

報
提
供

石
川
正
浩
さ
ん
）

る
。
地
元
民
と
し
て
、「
も
っ

体
の
こ
と
を
知
る
に
は
寺
内

を
寄
進
さ
れ
約
３
７
０
年

に
及
ん
で
の
調
査
か
ら
取
り

町
の
館
の
ジ
オ
ラ
マ
を
見
る

を
経
て
今
の
伽
藍
配
置
と

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
に

を
整
備
し
ま
し
た
。

今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
対
応

の
が
手
っ
取
り
早
い
。

っ
た
。
（
主
な
建
物
の
完
成

部
分
改
修
地
域
と
全
面
改
修

つ
い
て
一
身
田
地
区
の
詳
し

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

が
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、

こ
の
模
型
は
１
７
５
０
年

年
）

が
必
要
な
地
区
を
明
確
に
す

い
内
容
が
知
り
た
い
。

影
響
に
よ
る
公
民
館
講
座

改
め
て
連
絡
を
さ
せ
て
い
た

代
の
絵
図
を
参
考
に
寺
内

る
調
査
と
し
て
欲
し
い
。

等
の
活
動
状
況

だ
き
ま
す
。

町
を
復
元
し
た
も
の
で
、
一

現
在
、
感
染
防
止
の
た

身
田
大
火
（
１
６
４
５
年
）
で

め
、
公
民
館
貸
館
や
利

本
山
が
罹
災
、
そ
の
後
に
再

用
の
制
限
等
で
ご
迷
惑

建
さ
れ
た
物
を
忠
実
に
再

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

現
し
て
い
る
。

ま
た
、
公
民
館
主
催
の

教
養
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開

地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

は
、
車
い
す
区
画
を
含
め
て

講
を
延
期
し
、

月
か

本
山
の
悲
劇
は
火
事
だ
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し
て
は
、
一
身
田
出
張
所
・
公

計

台
駐
車
で
き
ま
す
。

ら
３
月
に
期
間
を
変
更

け
で
は
な
か
っ
た
。
徳
川
幕

30

民
館
の
新
築
に
伴
う
工
事
期

ま
た
、
一
身
田
公
民
館
が
指

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

府
（
３
代
将
軍
徳
川
家
光
）

間
中
、
大
変
御
不
便
を
お
か

定
避
難
所
で
あ
る
こ
と
か

た
。
こ
の
状
況
か
ら
、
今

は
本
山
の
失
態
に
目
を
付

け
し
ま
し
た
が
、
皆
様
の
御
協

ら
、
隣
接
す
る
ぜ
に
や
一
身

年
度
の

月
に
予
定
し

け
、
宝
物
を
差
し
出
さ
せ
よ

10

力
に
よ
り
本
年
４
月
か
ら
新

田
店
の
ご
協
力
の
も
と
、
一

て
い
ま
す
文
化
祭
は
、

う
と
し
た
が
、
と
き
の
ご
法

し
い
駐
車
場
が
利
用
で
き
る

身
田
出
張
所
・
公
民
館
駐

予
定
ど
お
り
に
開
催
す

主
は
自
分
の
命
に
代
え
て
こ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

車
場
と
同
店
駐
車
場
を
つ
る
こ
と
が
困
難
な
状
況

れ
を
守
り
通
し
た
。

整
備
さ
れ
ま
し
た
駐
車
場

な
ぐ
避
難
通
路
（
幅
約
２
ｍ
）
で
す
。

災
難
や
悲
劇
の
連
続
の
こ
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